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特 集  新 課 程 入 試 に つ い て

新 課 程 入 試 に つ い て ( 国 公 立 大 2 次 ・ 私 立 大 入 試 編 )

数 研 出 版  編 集 部

§ 1 ． 令 和 7 年 度 の 大 学 入 試 の 出 題 範 囲

受 験 科 目 ( 出 題 範 囲 ) は 大 学 や 学 部 に よ り 様 々 で

す が ， 令 和 7 年 度 ( 2 0 2 5 年 度 ) 入 試 に お け る 入 試 科

目 の 取 り 扱 い は ， 概 ね 以 下 の 通 り で し た 。

理 系 … … 「 Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ａ ･ Ｂ [ 数 列 ] ･ Ｃ

〔 ベ ク ト ル ， 複 素 数 平 面 ， 式 と 曲 線 〕 」

ま た は 「 Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ａ ･ Ｂ [ 数 列 ] ･ Ｃ [ ベ ク ト ル ] 」

文 系 で 数 学 を 課 し て い る 学 部

… … 「 Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ａ ･ Ｂ [ 数 列 ] ･ Ｃ [ ベ ク ト ル ] 」

ま た は 「 Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ａ 」 ま た は 「 Ⅰ ･ Ａ 」

た だ し ， 数 学 Ａ ･ Ｂ ･ Ｃ の 詳 細 は § 2 以 降 で 触 れ ま す 。

§ 2 ． 数 学 A 「 数 学 と 人 間 の 活 動 」 の 出 題

数 学 Ａ の 出 題 範 囲 に つ い て は ， 各 大 学 の 入 試 要 項

に お い て 主 に 次 の 3 つ の タ イ プ が 見 ら れ ま し た 。

① 数 学 A の 「 数 学 と 人 間 の 活 動 」 は 出 題 範 囲 に 含

め な い

北 海 道 大 ， 弘 前 大 ， 岩 手 大 ， 山 形 大 ， 埼 玉 大 ，

東 京 科 学 大 ， 新 潟 大 ， 信 州 大 ， 滋 賀 大 ， 大 阪 大 ，

広 島 大 ， 愛 媛 大 な ど ， 国 立 大 の 約 4 5 % が こ の タ

イ プ で 発 表 し ， こ れ ら の 大 学 で 「 整 数 の 性 質 」 が

出 題 さ れ る か ど う か に 注 目 が 集 ま り ま し た 。

結 果 は ， 下 記 の 6 大 学 で 他 分 野 と の 融 合 問 題 が

見 ら れ ま し た が ， 「 整 数 の 性 質 」 単 独 の 出 題 と 思

わ れ る も の は 見 当 た り ま せ ん で し た 。

愛 媛 大 ， 奈 良 女 子 大 … 「 集 合 と 命 題 」 と の 融 合

愛 知 教 育 大 … 「 図 形 と 方 程 式 」 と の 融 合

北 海 道 大 ， 弘 前 大 … 「 場 合 の 数 と 確 率 」 と の 融 合

滋 賀 大 … 「 数 列 」 と の 融 合

整 数 a が 3 の 倍 数 で な い と き ， a  + a は 3 の 倍

数 で な い こ と を 証 明 せ よ 。 [ 2 5 愛 媛 大 ・ 理 系 ]

こ の よ う な 問 題 は ， 整 数 分 野 が 教 科 書 で 扱 わ れ

て い な か っ た 旧 々 課 程 以 前 も 出 題 さ れ て い ま し た 。

来 年 以 降 も ， 「 数 学 と 人 間 の 活 動 」 を 出 題 範 囲 に

含 め て い な い 大 学 で 「 整 数 の 性 質 」 の 内 容 が 問 わ

れ る 可 能 性 は 十 分 に あ る と 考 え ら れ ま す 。

② 数 学 A の 全 範 囲 を 出 題 範 囲 と す る

筑 波 大 ， 千 葉 大 ， お 茶 の 水 大 ， 東 京 大 ， 一 橋 大 ，

岐 阜 大 ， 名 古 屋 大 ， 京 都 大 ， 岡 山 大 ， 熊 本 大 な ど ，

国 立 大 の 約 3 5  % が こ の タ イ プ で し た 。 こ れ ら の

大 学 で は ， 旧 課 程 と 同 様 に 「 整 数 の 性 質 」 が 出 題

さ れ る も の と 予 想 し て お り ま し た 。

結 果 は ， 大 方 の 予 想 通 り ， い ろ い ろ な 整 数 の 問

題 が 出 題 さ れ ま し た 。 「 約 数 と 倍 数 ， 余 り 」 や 「 不

定 方 程 式 」 の 内 容 を 中 心 に ， 難 易 度 が や や 高 め の

問 題 も 出 題 さ れ ま し た 。 一 方 ， 「 数 学 と 人 間 の 活

動 」 で 扱 わ れ て い る 「 ゲ ー ム ， パ ズ ル 」 の 要 素 を

含 む 出 題 は 見 ら れ ま せ ん で し た 。

正 の 整 数  ，  ， z を 用 い て N = 9 z  =   +  

と 表 さ れ る 正 の 整 数 N の 最 小 値 を 求 め よ 。

[ 2 5 京 都 大 ・ 理 系 ]

③ 数 学 A の 出 題 範 囲 に つ い て 言 及 な し

少 数 で す が ， 数 学 Ａ の 出 題 範 囲 を 明 確 に 発 表 し

て い な い 大 学 も あ り ま し た 。 東 北 大 ， 群 馬 大 ， 東

京 都 立 大 ， 富 山 大 ， 静 岡 大 ， 神 戸 大 ， 九 州 大 が 該

当 し ま す 。 こ れ ら の う ち ， 群 馬 大 ， 富 山 大 で は ，

① で 述 べ た よ う な 他 分 野 と の 融 合 問 題 の 出 題 が

見 ら れ ま し た 。 ま た ， 東 北 大 ( 後 期 ) ， 九 州 大 で は ，

「 整 数 の 性 質 」 単 独 の 出 題 と 思 わ れ る ， 「 余 り 」

や 「 不 定 方 程 式 」 に 関 す る 問 題 が 出 題 さ れ ま し た 。

⑴ n を 整 数 と す る と き ， n  を 8 で 割 っ た 余

り は 0 ， 1 ， 4 の い ず れ か で あ る こ と を 示 せ 。

⑵ 2  = n  + 3 を 満 た す 0 以 上 の 整 数 の 組

( m ， n ) を す べ て 求 め よ 。 [ 2 5 九 州 大 ]

今 年 の 出 題 傾 向 が 来 年 以 降 も 続 く か ど う か は 不 明

で す が ， 「 整 数 の 性 質 」 に つ い て は ， 私 立 大 を 含 め ，

来 年 以 降 の 入 試 で も 出 題 さ れ る 可 能 性 が 十 分 に あ り

ま す 。 早 い 時 期 か ら ， 教 科 書 お よ び 周 辺 教 材 を 活 用

し て ， 段 階 的 に 学 習 を 進 め て お く こ と が 望 ま し い と

考 え ら れ ま す 。
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§ 3 ． 数 学 B 「 統 計 的 な 推 測 」 の 出 題

次 に ， 数 学 Ｂ 「 統 計 的 な 推 測 」 に つ い て 触 れ ま す 。

数 学 Ｂ 「 統 計 的 な 推 測 」 を 出 題 範 囲 外 と す る 大 学

が 多 い 中 ， 旧 七 帝 大 で は 東 京 大 だ け が 出 題 範 囲 に 含

め て い ま し た が ， 東 京 大 の 2 0 2 5 年 入 試 に は 出 題 さ

れ ま せ ん で し た 。 そ の 他 ， 数 学 Ｂ 「 統 計 的 な 推 測 」

を 出 題 範 囲 に 含 め て い た 国 公 立 大 は 次 の 通 り で す 。

宮 城 教 育 大 ， 宮 城 大 ， 山 形 大 ( 工 ) ， 福 島 大 ( 理 工 ) ，

福 島 県 立 医 大 ， 茨 城 大 ( 工 ) ， 群 馬 大 ， 東 京 学 芸 大 ，

横 浜 市 大 ， 山 梨 大 ( 医 ) ， 福 井 大 ， 岐 阜 大 ，

浜 松 医 大 ， 豊 橋 技 科 大 ， 名 古 屋 工 大 ， 三 重 大 ，

滋 賀 大 ， 京 都 府 立 医 大 ， 奈 良 教 育 大 ， 鳥 取 大 ，

山 口 大 ， 高 知 大 ( 文 系 ) ， 長 崎 大 ， 宮 崎 大  な ど

※ 横 浜 市 大 ， 福 井 大 ， 滋 賀 大 ， 長 崎 大 は 選 択 問 題

で 出 題 す る と 事 前 に 発 表 。

こ の う ち ， 宮 城 大 ， 横 浜 市 大 ， 福 井 大 ， 滋 賀 大 ，

長 崎 大 の 5 大 学 で ， 数 学 Ｂ 「 統 計 的 な 推 測 」 の 問 題

が 出 題 さ れ ま し た 。 出 題 内 容 は 次 の 通 り で す 。

正 規 分 布 の 応 用 … 横 浜 市 大 ， 滋 賀 大

連 続 型 確 率 変 数 … 長 崎 大

仮 説 検 定 … 宮 城 大 ， 福 井 大

※ 宮 城 大 も 含 め ， 5 大 学 と も 選 択 問 題 で 出 題 。

あ る 大 学 で 5 0 0 点 満 点 の 入 学 試 験 を 実 施 し た と

こ ろ ， 受 験 者 数 は 1 0 0 0 名 ， 平 均 点 は 3 0 0 点 ，

標 準 偏 差 は 5 0 点 で あ っ た 。 得 点 の 分 布 が 正 規

分 布 に 従 う と み な す と き ， 次 の 問 い に 答 え よ 。

⑴  確 率 変 数 Z が 標 準 正 規 分 布 に 従 う と す る 。

Z ≧ α と な る 確 率 を P Z ≧ α  と 表 す と き ，

P Z ≧ α  = 0. 3 3 と な る よ う な α の 値 を 求 め よ 。

⑵  合 格 者 が 3 3 0 人 で あ っ た と き ， 合 格 最 低 点

を 求 め よ 。 [ 2 5 横 浜 市 大 ・ デ ー タ サ イ エ ン ス ]

私 立 大 も 含 め ， 数 学 Ｂ 「 統 計 的 な 推 測 」 の 出 題 は

多 く あ り ま せ ん で し た 。 出 題 範 囲 に 含 め る 大 学 が 旧

課 程 よ り 増 え た こ と で 出 題 率 は や や 増 加 し ま し た が ，

出 題 内 容 は ど れ も 標 準 的 で ， 難 易 度 は 共 通 テ ス ト と

同 程 度 で し た 。 仮 説 検 定 の 問 題 を は じ め ， 出 題 パ タ ー

ン も 多 く あ り ま せ ん 。 基 本 問 題 や 典 型 問 題 の 演 習 を

通 じ て ， 共 通 テ ス ト レ ベ ル の 対 策 を し て お け ば ， 国

公 立 大 2 次 ， 私 立 大 入 試 の 問 題 に も 十 分 対 応 で き る

と 思 わ れ ま す 。

な お ， 慶 応 大 で は 「 統 計 的 な 推 測 」 の 問 題 を 積 極

的 に 出 題 す る 傾 向 が 見 ら れ ， 数 学 Ⅲ の 「 積 分 法 」 と

の 融 合 問 題 の 形 で 出 題 さ れ た も の も あ り ま し た 。

連 続 型 確 率 変 数 X の と り う る 値 の 範 囲 が

1 ≦ X ≦ e で あ り ， そ の 確 率 密 度 関 数 が

f   = r  l o g  1 ≦  ≦ e  で 与 え ら れ て い る 。

た だ し ， r は 定 数 で あ り ， e は 自 然 対 数 の 底 で

あ る 。 こ の と き ， r = で あ る 。

[ 2 5 慶 応 大 ・ 医 ]

来 年 以 降 ， そ の 影 響 が 他 大 学 に 及 ぶ か も し れ ま せ

ん 。 後 の § 5 で 述 べ る 通 り ， 今 後 の 動 向 に 注 目 で す 。

§ 4 ． 数 学 C の 出 題

数 学 Ｃ の 「 ベ ク ト ル 」 「 複 素 数 平 面 ， 式 と 曲 線 」

に つ い て 触 れ て お き ま す 。

「 ベ ク ト ル 」 は ， ほ と ん ど の 大 学 で 文 系 も 理 系 も

出 題 範 囲 に 含 め て お り ， ほ ぼ 必 須 の 内 容 で し た 。 出

題 率 は ， 数 学 Ｃ へ 移 行 し た 影 響 か ， 私 立 大 は や や 減

で し た が ， 国 公 立 大 は 2 0 2 4 年 入 試 と 同 程 度 で し た 。

文 系 学 部 に 注 目 す る と ， ほ ぼ す べ て の 大 学 が 数 学

Ｃ は 「 ベ ク ト ル の み 」 を 指 定 す る 中 ， 長 崎 大 は 文 系

学 部 も 「 複 素 数 平 面 ， 式 と 曲 線 」 を 選 択 問 題 で 出 題

す る こ と を 発 表 し ， 注 目 を 集 め ま し た 。

実 際 に ， 楕 円 に 関 す る 問 題 が 出 題 さ れ ま し た 。

※ 文 系 ， 理 系 と も に ， 「 統 計 的 な 推 測 」 か 「 複 素

数 平 面 ， 式 と 曲 線 」 を 選 択 す る 形 式 で 出 題 。

共 通 テ ス ト を 含 め ， 「 複 素 数 平 面 ， 式 と 曲 線 」 を

選 択 し た い 文 系 の 生 徒 に 配 慮 し た も の と 思 わ れ ま す 。

§ 5 ． 旧 課 程 履 修 者 へ の 経 過 措 置

多 く の 大 学 で 共 通 テ ス ト と 同 様 ， 旧 課 程 履 修 者 へ

の 経 過 措 置 を と る と い う こ と を 事 前 に 発 表 し て い ま

し た 。 実 際 の 試 験 で は ， 次 の ⅰ ， ⅱ の 2 通 り の 方

法 で 経 過 措 置 が と ら れ ま し た 。

ⅰ  旧 課 程 ， 新 課 程 の 共 通 範 囲 か ら 出 題 す る

ⅱ  旧 課 程 用 ， 新 課 程 用 の 選 択 問 題 を 出 題 す る

多 く の 大 学 で は  ⅰ  の 方 法 が と ら れ ま し た が ， 「 統

計 的 な 推 測 」 の 問 題 を 選 択 問 題 で 出 題 し た 5 大 学 な

ど ， 一 部 の 大 学 で は  ⅱ  の 方 法 が と ら れ ま し た 。
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さ ら に ， 特 筆 す べ き こ と と し て ， 2 0 2 5 年 入 試 で

は 数 学 Ａ の 「 期 待 値 」 が ほ と ん ど 出 題 さ れ ま せ ん で

し た 。 「 期 待 値 」 は ， 旧 課 程 で 数 学 Ｂ ( 選 択 科 目 ) の

扱 い だ っ た た め ， ⅰ の 方 法 を と る 大 学 で は 出 題 し

づ ら か っ た か も し れ ま せ ん 。 2 0 2 5 年 入 試 で 出 題 し

た 大 学 は 非 常 に 少 数 で し た 。

金 沢 大  の 文 系 学 部

福 井 大  の 教 育 学 部 ， 国 際 地 域 学 部

群 馬 大  の 情 報 学 部 ( 後 期 ) な ど

3 個 の さ い こ ろ を 同 時 に 投 げ ， そ れ ら の 出 た 目

の 積 を X と し ， X を 素 因 数 分 解 し た と き の 3

の 指 数 を Y と す る 。 た だ し ， X が 3 で 割 り 切

れ な い 場 合 は Y = 0 と す る 。 例 え ば ，

X = 4 5 = 3  ⋅ 5 の と き は Y = 2 で あ り ，

X = 5 0 = 2 ⋅ 5  の と き は Y = 0 で あ る 。

⑴ X = 2 1 6 と な る 確 率 を 求 め よ 。

⑵ X = 3 6 と な る 確 率 を 求 め よ 。

⑶ Y ≧ 1 と な る 確 率 を 求 め よ 。

⑷ Y の 期 待 値 を 求 め よ 。 [ 2 5 金 沢 大 ・ 文 系 ]

来 年 以 降 は ， 旧 課 程 履 修 者 へ の 経 過 措 置 が と ら れ

な い と 思 わ れ ま す 。 そ の た め ， 今 年 は 前 述 の ⅰ の

方 法 で 経 過 措 置 を と っ た 大 学 も ， 現 行 課 程 の 科 目 区

分 に し た が っ て 出 題 す る こ と が 予 想 さ れ ま す 。 特 に

期 待 値

は 旧 々 課 程 ( ～ 2 0 1 4 年 ) 入 試 で 多 く 出 題 さ れ て い た

こ と も あ り ， 今 年 よ り 出 題 が 増 え る と 予 想 さ れ ま す 。

数 学 Ａ の 「 期 待 値 」 は ， 他 分 野 と の 融 合 問 題 で 出

題 さ れ る 場 合 も あ り ま す 。 今 年 ， 数 学 Ⅲ の 「 極 限 」

と の 融 合 問 題 が 慶 応 大 ( 薬 ) で 出 題 さ れ ま し た 。

ま た ， 数 学 Ａ の 反 復 試 行 に お け る 「 期 待 値 」 は ，

数 学 Ｂ の 「 二 項 分 布 」 の 知 識 を 利 用 し て 求 め る こ と

も で き ま す 。 数 学 Ｂ の 「 統 計 的 な 推 測 」 で 扱 う 連 続

型 確 率 変 数 の 「 期 待 値 」 は ， 数 学 Ⅱ や 数 学 Ⅲ の 「 積

分 法 」 と の 融 合 問 題 の 形 で 出 題 さ れ る 場 合 も 考 え ら

れ ま す 。

こ の よ う に ， 「 期 待 値 」 は ， 来 年 以 降 ， 要 注 意 の

内 容 で あ る と い え ま す 。

以 上 が ， 今 年 行 わ れ ま し た 新 課 程 1 年 目 の 2 0 2 5

年 大 学 入 試 に つ い て の 分 析 と な り ま す 。

§ 6 ． 受 験 用 問 題 集 の 対 応

最 後 に ， 弊 社 よ り 発 行 し て い る 「 受 験 用 問 題 集 」

の 対 応 に つ い て 述 べ ま す 。

● 既 刊 本 の 対 応

発 行 済 み で あ る 弊 社 の 「 受 験 用 問 題 集 」 で は ，

新 課 程 の 入 試 を 事 前 に 予 想 し て 編 集 し て お り ま し

た が ， 今 回 の 入 試 傾 向 は ， ほ ぼ 予 想 を し た 際 の 想

定 の 範 囲 内 で し た 。 弊 社 の 問 題 集 で し っ か り 対 策

を し て お け ば ， 入 試 に は 十 分 対 応 で き た も の と 考

え て お り ま す 。

● 入 試 問 題 集 の 発 行

例 年 初 夏 に 発 行 し て お り ま す 「 入 試 問 題 集 」 シ

リ ー ズ で は ， 新 課 程 の 入 試 傾 向 の 分 析 を も と に ，

そ れ が わ か る よ う な 問 題 を 収 録 し て お り ま す 。

各 分 野 の 出 題 率 な ど ， よ り 詳 細 な 入 試 分 析 も 掲

載 し て お り ま す 。

● 改 訂 版 の 編 集 方 針

今 秋 ， 「 受 験 用 問 題 集 」 の 既 刊 本 の 多 く に つ き

ま し て ， 改 訂 版 を 発 行 す る 予 定 に し て お り ま す 。

前 述 の 入 試 傾 向 を し っ か り 反 映 し て 問 題 を 差 し 替

え ， 改 訂 し て い く 予 定 で す 。

特 に ， 数 学 Ａ の 「 期 待 値 」 に つ い て は ， 今 後 出

題 数 が 増 え る 可 能 性 が あ る た め ， さ ま ざ ま な 出 題

に 対 応 で き る よ う な 問 題 を 収 録 す る 予 定 に し て お

り ま す 。 数 学 Ａ の 「 整 数 の 性 質 」 ， 数 学 Ｂ の 「 統

計 的 な 推 測 」 に つ い て も ， 今 後 の 動 向 に 注 目 し な

が ら 適 宜 対 応 し て 参 り ま す 。

● 令 和 8 年 度 入 試 の 入 試 科 目 ( 出 題 範 囲 )

令 和 8 年 度 ( 2 0 2 6 年 度 ) 入 試 の 入 試 科 目 に つ い

て ， 2 0 2 5 年 7 月 1 0 日 時 点 で ， 大 学 H P に て 発 表

さ れ て い る 情 報 ( 予 告 を 含 む ) を ， p . 8～ 9 に ま と

め て お り ま す 。 ご 活 用 く だ さ い 。

● 最 後 に

常 日 頃 は 「 受 験 用 問 題 集 」 に 関 す る ご 意 見 ・ ご

質 問 を い た だ き ま し て あ り が と う ご ざ い ま す 。 頂

戴 し ま し た 案 件 は す べ て 検 討 事 項 と し て 取 り 上 げ ，

次 回 の 改 訂 本 に 反 映 さ せ て い た だ く 所 存 で す 。

今 後 と も ， 忌 憚 の な い ご 意 見 を い た だ け ま し た

ら 幸 い に 存 じ ま す 。 よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。
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令 和 8 年 度 2 0 2 6 年 度 ) に お け る 入 試 科 目 の 取 り 扱 い に つ い て

表 内 の 太 字 箇 所 が 令 和 7 年 度 か ら の 変 更 点 で す 。 塗 り の 大 学 は 2 0 2 5 年 7 月 1 0 日 時 点 で 未 発 表 。

「 ● 」 は 科 目 の 出 題 範 囲 を 表 す 。 数 A 範 囲 ， 数 B 範 囲 ， 数 C 範 囲 の 略 号 に つ い て は 以 下 の 通 り 。

「 全 」 = 全 範 囲 ， 「 空 欄 」 = 指 定 な し  数 A 「 図 」 = 図 形 の 性 質 ， 「 場 」 = 場 合 の 数 と 確 率

数 B 「 列 」 = 数 列 ， 「 統 」 = 統 計 的 な 推 測  数 C 「 ベ 」 = ベ ク ト ル ， 「 複 」 = 平 面 上 の 曲 線 と 複 素 数 平 面

( 詳 細 は 個 別 に 大 学 の H P で 情 報 を 確 認 し て 下 さ い 。 )

ベ 複列 統図 場●●●●●●前 後理 系

ベ列 統図 場●●●●●前文 系 ， 農 ， 医 ‒ 保 健信 州 大

ベ 複列 統全●●●●●●後医

ベ 複列図 場●●●●●●前理 系 ( 医 を 除 く )

ベ列図 場●●●●●前文 系山 梨 大

ベ 複列 統全●●●●●●前医

ベ 複列 統図 場●●●●●●前理 系 ( 医 を 除 く )

ベ列 統図 場●●●●●前文 系福 井 大

ベ 複列 統全●●●●●●前理 系

ベ列全●●●●●前文 系金 沢 大

ベ 複列●●●●●●前理 系

ベ列●●●●●前文 系富 山 大

ベ 複列図 場●●●●●●前理 系

ベ列図 場●●●●●前文 系 ， 農 ， 創 生新 潟 大

ベ 複列図 場●●●●●●前 後都 市 科 学 ， 理 工

ベ列図 場●●●●●前 後経 済 ， 経 営横 浜 国 立 大

ベ列全●●●●●●後経 済 ， ソ ー シ ャ ル ・ デ ー タ サ イ エ ン ス

ベ列全●●●●●前全 学 部一 橋 大

ベ 複列全●●●●●●前理 系

ベ列全●●●●●前文 系お 茶 の 水 女 子 大

ベ 複列図 場●●●●●●前理 工 学 系 ， 医 歯 学 系東 京 科 学 大

ベ 複列 統全●●●●●●前理 系

ベ列 統全●●●●●前文 系東 京 大

ベ 複列全●●●●●●前理 系

ベ列全●●●●●前文 系千 葉 大

ベ 複列図 場●●●●●●前 後理 ， 工

ベ列図 場●●●●●前経 済 ， 教 育埼 玉 大

ベ 複列 統●●●●●●前理 工 ， 医 ， 情 報群 馬 大

ベ 複列図 場●●●●●●前理 系

ベ列図 場●●●●●前文 系宇 都 宮 大

ベ 複列全●●●●●●前理 系

ベ列全●●●●●前文 系筑 波 大

ベ 複列 統図 場●●●●●●前 後工

ベ 複列図 場●●●●●●前 後理

ベ列図 場●●●●●前地 域 未 来 共 創 学 環 ， 教 育茨 城 大

全全全●●●●●●前理 工 学 群

ベ列●●●●●前人 文 社 会 ， 農 学 群福 島 大

ベ 複列 統図 場●●●●●●前工

ベ 複列●●●●●●前理 ， 医

ベ列●●●●●前人 文 社 会 ， 農山 形 大

ベ 複列図 場●●●●●●前 後理 系

ベ列図 場●●●●●前文 系秋 田 大

ベ 複列●●●●●●前 後理 系

ベ列●●●●●前文 系 ， 医 ‒ 保 健 ‒ 看 護 学東 北 大

ベ列図 場●●●●●前農 ， 獣 医

ベ 複列図 場●●●●●●前 後理 工

ベ列図 場●●●●●●前教 育岩 手 大

ベ 複列図 場●●●●●●前理 工 ， 医

ベ列図 場●●●●●前人 文 社 会 科 学 ， 農 学 生 命 科 学弘 前 大

ベ 複列全●●●●●●前理 工室 蘭 工 業 大

ベ 複列図 場●●●●●●前理 系

ベ列図 場●●●●●前文 系 ， 医 -保 健 -看 護 学北 海 道 大

数 C 範 囲数 B 範 囲数 A 範 囲数 C数 B数 A数 Ⅲ数 Ⅱ数 Ⅰ日 程学 部 ， 学 科大 学 名
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ベ 複列全●●●●●●前理 系

ベ列全●●●●●前文 系 ， 農琉 球 大

ベ 複列図 場●●●●●●前教 育 ( 理 系 ) ， 理 ， 工 ， 医 ， 歯

ベ列図 場●●●●●前教 育 ( 文 系 ) ， 農 ， 共 同 獣 医 ， 水 産鹿 児 島 大

ベ 複列 統全●●●●●前工 ， 医

ベ列 統全●●●●●前教 育 ， 農宮 崎 大

ベ 複列図 場●●●●●●前理 工 ， 医

ベ列図 場●●●●●前経 済 ， 教 育大 分 大

ベ 複列全●●●●●●前 後理 系

ベ列全●●●●●前文 系 ， 医 ‒ 保 健 ‒ 看 護 学熊 本 大

全列 (統 )全●●●●●●前理 系

ベ (複 )列 (統 )全●●●●●前文 系長 崎 大

ベ 複列図 場●●●●●●前 後理 工 ， 医

ベ列図 場●●●●●前 後教 育 ， 農佐 賀 大

ベ 複列●●●●●●前理 系

ベ列●●●●●前文 系 ， 医 ‒ 保 健 ‒ 看 護 学九 州 大

ベ 複列全●●●●●●前理 工 ， 医

ベ列 統図 場●●●●●前教 育高 知 大

ベ 複列図 場●●●●●●前理 系

ベ列図 場●●●●●前文 系 ， 工 ‒ 社 会 デ ザ イ ン ， 農愛 媛 大

ベ 複列図 場●●●●●●前理 系

ベ列図 場●●●●●前文 系 ， 創 造 工 ‒ Ｂ タ イ プ香 川 大

ベ 複列図 場●●●●●●前 後理 工 ， 医 ， 歯 ， 薬徳 島 大

ベ 複列 統図 場●●●●●●前 後理 系

ベ列 統図 場●●●●●前文 系 ， 農 ， 共 同 獣 医山 口 大

ベ 複列図 場●●●●●●前理 系

ベ列図 場●●●●●前文 系広 島 大

ベ 複列全●●●●●●前理 系

ベ列全●●●●●前文 系岡 山 大

ベ 複列全●●●●●●前材 料 エ ネ ル ギ ー ， 総 合 理 工 ， 医

ベ列全●●●●●前生 命 資 源 ， 人 間 科 学島 根 大

ベ 複全全●●●●●●前 後工 ， 農 ‒ 生 命 環 境 農 ， 医

ベ全全●●●●●前地 域 ， 農 ‒ 生 命 環 境 農鳥 取 大

ベ 複列図 場●●●●●●前理 系

ベ列図 場●●●●●前文 系和 歌 山 大

ベ 複列 統図 場●●●●●●前教 育奈 良 教 育 大

ベ 複列●●●●●●前 後理 系

ベ列●●●●●前文 系 ， 医 ‒ 保 健 ‒ 看 護神 戸 大

ベ 複列全●●●●●●前 後理 系

ベ列全●●●●●前文 系 ， 看 護 ， 生 命 科 学 ， 心 理 学大 阪 公 大

ベ 複列全●●●●●●前 後教 育大 阪 教 育 大

ベ 複列図 場●●●●●●前理 系

ベ列図 場●●●●●前文 系 ， 医 ‒ 保 健 ‒ 看 護大 阪 大

ベ 複列全●●●●●●前理 系

ベ列全●●●●●前文 系京 都 大

ベ 複列全●●●●●●前医滋 賀 医 大

ベ (複 )列 (統 )図 場●●●●●●前理 系

ベ列 (統 )図 場●●●●●前 後文 系滋 賀 大

ベ 複列 統全●●●●●●前理 系

ベ列 統全●●●●●前文 系 ， 医 ‒ 看三 重 大

ベ 複列 統図 場●●●●●●前 後工名 古 屋 工 業 大

ベ 複列全●●●●●●前理 系

ベ列全●●●●●前文 系名 古 屋 大

ベ 複列 統全●●●●●●前医浜 松 医 科 大

ベ 複列●●●●●●前理 系

ベ列●●●●●前文 系 ， 農静 岡 大

ベ 複列 統全●●●●●●前理 系

ベ列 統全●●●●●前文 系岐 阜 大

数 C 範 囲数 B 範 囲数 A 範 囲数 C数 B数 A数 Ⅲ数 Ⅱ数 Ⅰ日 程学 部 ， 学 科大 学 名
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